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トータル支援教室の取り組みを学校で実践するために

－アクティブラーニングとしての「自立活動」の試み－

大城　麻紀子 1)　　武田　喜乃恵 2)　　浦崎　武 2)

Putting activities of the Total Support Classes into practice at schools
- A trial of “self-sustained” activities in the active learning courses -

Makiko OSHIRO1)    Kinoe TAKEDA2)    Takeshi URASAKI2)

　琉球大学教育学部附属発達支援教育実践センターによるトータル支援教室では、虫とり
や自然散策、カヌーやどろんこ体験などの体験的活動を通して、参加した児童生徒が自然
に触れ合い、他者と関わり合い、主体的に動いて自己を表現する機会として、年 1 回、野
外活動を行っている。　　
　本研究では、この野外活動を学校で支援の必要な児童生徒の自立活動として位置づけ、
アクティブラーニングの一環として実践する事ができないかを提言する。

キーワード：自立活動・アクティブラーニング・向かう力・野外活動

   As a part  of the Total  Support  Classes at  the Ryukyu University Development 
  Support  Centre  once a  year  par t ic ipat ing s tudents  are  given an opportuni ty  to  come 
in to  contac t  wi th  na ture   engage  wi th  o thers  and express  themselves  dur ing  outdoor 
activit ies l ike insect collection natural  walking paddling a canoe and playing with mud.
  The study is to suggest if those outdoor activities could be “self-sustained”  activities for 
those students who need extra support at school as a part of the active learning courses

Key words: “self-sustained” activity active learning courses,  actively taking init iatives,  
and outdoor activit ies

Ⅰ　はじめに
１　アクティブラーニングと自立活動

障がいの有無にかかわらず、年齢的な縦のつ
ながり、横のつながりのある集団で活動する機
会が少なくなっている今日、学齢期の子どもた
ちが、様々な形態の体験活動を通して社会参加、
自立に向けた学習を行うことは必要な事である。

　 文部科学省は、「初等中等教育における教育課
程の基準等の在り方についての諮問」(2014)i の
中で、学ぶことと社会とのつながりをより意識
した教育を行い、実社会や実生活の中でそれら
を活用しながら、自ら課題を発見し、その解決

に向けて主体的 ･ 協働的に探究し、学びの成果
等を表現し、更に実践に生かしていけるように
することが重要であると述べ、課題の発見と解
決に向けて主体的 ･ 協働的に学ぶ学習、いわゆ
るアクティブラーニングが学齢期の子どもたち
にとって大切な役割を果たすとしている。

   また、文部科学省は、「教育課程企画特別部会
における論点整理について ( 報告 )」(2015) ⅱで
新学習指導要領が目指す姿のⅲ ) に、「どのよう
に社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学
びに向かう力、人間性等）」と記述し、社会との
関わりを意識した ” 学びに向かう力 ” がこれから
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の教育の中で求められていくことを示唆している。
　障がいある児童生徒が自立を目指し、学習上又
は生活上の困難性を主体的に改善・克服するため
の学習として自立活動がある。自立活動の 6 領
域では、発達に困難を抱えている児童生徒が自分
の苦手な領域でどのような視点で学習を行えばい
いかを示している。
　本研究では、これまでに示したアクティブラー
ニングの考え方と自立活動を結びつけることで、
琉球大学教育学部附属発達支援教育実践セン
ターによるトータル支援教室で行ってきた体験
的活動を学校現場で実践できることを提言する。

２　トータル支援教室の野外活動を自立活動と　　
　して実践するために
　トータル支援教室では、2011 年より毎年 1 回、
教室で支援している子ども達を中心にした夏休み
に ｢キャンプ｣ と称した野外活動を行っている。
　浦崎ら (2013a) ⅲは、「“ 遊び ” のなかでは、｢誰
かと何かを共有する体験」を快の情動を含めた多
様な情動を共有し、実感することを可能にする。」
と述べているが、“ 遊び ” を自然の中での体験的
活動 ( 野外活動 ) として捉え、その体験で得た様々
な情動と他者との関わり方の成長を子ども達の集
団活動や他者に向かう力を育んでいるとみると、
トータル支援教室での野外活動は、アクティブラ
ーニングとしての取り組みのひとつであり、この
取り組みを通して、自立活動の 6 領域の中にあ
る「対人関係｣、「コミュニケーション｣ の内容を
含んだ活動だといえる。
　また、浦崎ら (2013b) ⅳは、その “ 遊び ” を通
した取り組みから、「他者との関係性｣、「場の構
造（場の雰囲気 )｣、「企画」が集団支援を行う上
で重視されることを確認してきたと述べている。
　したがって、学校が企画する野外活動において、
他者との関わりが苦手な子ども達に配慮した支援
者を配置し、参加しやすい場の雰囲気づくりを意
識した企画で行えば、集団活動や人との関わりな
どに苦手意識を持っている発達障がいのある児童
生徒が、野外活動を通して自分の苦手なことに向
かう力を養うことを目的としたアクティブラーニ
ングを自立活動の視点から実践することができる
ことが考えられる。

Ⅱ　自立活動の実践事例
 【どろんこクルージング】
  (1) 題材名　「どろんこクルージング」
  (2) 目標

　① それぞれの楽しみ方が認められ、安心して 
活動に参加できる。【2 心理的安定 (2)】

　② 他者とのかかわりを育てる。
　　【3 人間関係の形成 (1)】
　③ 遊びの中で個々の表現による ｢やりｰとり｣

を育てる。【6 コミュニケーション (1)】
　④ 目的に合わせて意図的に身体を動かすこと

ができる。【5 身体の動き (1)】
  (3) 題材設定の理由
　① 児童生徒観
　　発達に課題のある子ども達は、それぞれの学

級、学校で自分が安心して活動できる場所が
ほとんどない、または、少ないので、自分の
言動に自信が持てないことが多い。また、身
体の動きにアンバランスさを持っている子ど
も達も多くいる。

　　一方で、子ども達はユニットを組む支援者を
通して他者と関わりながら活動することを楽
しんでいる。安心できるユニットの力を借り
て、苦手なことに挑戦してみようとする意欲
を見せることも少なくない。

　② 教材観
　　この活動は、舟作りとどろんこの海で遊ぶ 2   

部構成になっている。
　まず、ユニットや友達と協力して船を作る。   

舟の設計図は各自のアイディアで決め、失敗
作はないので、子ども達は自信をもって制作
できる。

　　どろんこの海での活動は、自作の舟の他に
色々なしかけを用意して、どろんこが好きな
子も苦手な子も楽しく遊べ、場に向かう意欲
を高めることができるように工夫した。この
ように多面的な構造にすることで、子どもた
ちひとりひとりが個々の参加の仕方で活動が
できるようにした。

　③ 指導観
　　本活動は、学校や学級を離れた自然の中で活

動するので、子ども達が開放的な気持ちにな
り、子ども達同士で自然に会話できる雰囲気
になっていく。また、ユニットで活動するの
で、支援者は、子ども達が自ら活動しようと
する意欲を高められるように動き、子ども達
は、自分なりの参加の仕方を見つけて活動に
入っていくことができる。

　　このように、本題材は、子ども達の参加を促
す 構造を設定して、安心できる支援者とユニ
ットを組んで活動することで、子ども達が自
信をもって活動し、人と関わる力や体を思い
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切り使って遊ぶ体験をすることができる学習
である。

(4) 本時の指導
 ① 本時のねらい
　ア 自分の「舟」作りを楽しむ。- 心理的安定 (1)
　イ どろんこ遊びを通して全身の感覚を使って

遊ぶ。- 身体の動き (5)
　ウ 友だちと一緒に活動する態度を育てる。- 人     

間関係の形成 (1)(4)
  ② 時間配分
　自立活動１時間、図画工作２時間、特別活動 

１時間
　③ 活動の仮説
　自然の中での活動を通して、子ども達が苦手  

な活動に挑戦しようとする意欲が高まり、子
ども達同士の自然な関わりが生まれるであろ
う。

　④ 準備するもの
　着替え、ビニール袋、ゴーグル、船作りの材料

( 段ボール、2L と 500ml ペットボトル、ビニ  
ール、ひも、ガムテープ、マジック、ポスタ
ーカラー、端切れ、棒きれなど )、帽子、タオ
ル

　⑤ 活動の展開

(5) 実際の指導
  ① 児童生徒の実態
A 児：小 3
　　自閉的傾向があり、慣れた人以外とはあまり

関わることができない。昆虫が大好きで、ト
ータル支援教室でも虫の話で支援者と関われ
るようになった。ぬれたり、泥んこになった
りすることはとても苦手である。制作は支援
者と一緒に楽しく活動できるが、どろんこの
海での活動にはためらいが大きい。

B 児：小 5
　　広汎性発達障がい。知的発達水準は境界線。

人と関わろうとする意欲があり、自分の興味
関心のある車やレゴ、好きなアニメを媒介に
して友だちや支援者と関わっている。支援者
やよく関わる友達の名前は覚えていて、自分
から積極的に関わることも多い。制作や絵を
描くことが好き。

　　不器用な動きをするが運動することは好きで
ある。手や足が汚れる活動は苦手である。

C 児：中 1
　　広汎性発達障がい。手先は器用で、自分のア

イディアで小学生のころに電動車を制作した
ことがある。制作や絵を描くことには強いこ
だわりがあり、納得できるまでは完成披露し
ないことも多い。ゲームや競争など集団で活
動することが苦手だったがトータル支援教室
での活動を通して、次第に集団で活動するこ
とができるようになった。汚れる活動は苦手
である。

D 児：中 3
　　軽度の知的障がい。おとなしく、受動的に活

動することが多いが、支援者や友達の促しで
活動を楽しんでいる。手先に不器用な面があ
り制作はあまり得意ではないが、ていねいに
作っている。動きにぎこちない面はあるが運
動することは好きである。ぬれたり汚れたり
する活動も自分なりに参加できる。

E 児：高 1
　　中度の知的障がいがあり、自閉的傾向が強い。

新しい場面に慣れにくく、ぬれたり汚れたり
する活動が苦手である。集団で活動すること
も苦手だが、慣れた支援者と一緒の活動では、
自分から参加する意欲を見せることが多くな
っている。（図 1：活動の展開例）
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② 場の設定

図 2：舟作り場の設定例

図 3：どろんこの海の場の設定例

③ 指導の様子
　　子ども達は、ユニットを組んでいる支援者と

一緒に、用意されたペットボトルと段ボール
を使って自分が乗る舟を作った。舟の設計は
各自に任 されたので、子ども達は、作る前か
ら身を乗り出し、目を輝かせ、自分の舟が水
面を走ることを想像し、満面の笑みを浮かべ
て作っていた。

　　D 君は、初めにペットボトルをいくつもつな
げてガムテープでしっかり固定し、その上に
段ボールで自分の乗る舟室を作った。B 君と C
君は、一緒に作った。

　　B 君のアイディアを C 君がサポートしながら
作っていた。

　　A 君は、支援者との対話の中で、設計を修正
しながら仕上げた。また、E 君は、支援者にあ
まり相談することなく、自分の想像を頼りに
舟を作った。

　　それぞれの舟が完成すると、制作完成披露会
をした。

　　 披 露 会 は、A 君
や B 君は、舟の中
でパドルを手にポ
ージングし、D 君
は、作った舟に「合
格 号 」 と 名 付 け、

「浮けば高校合格す
る。」と願をかけて
い た。C 君 は、 披
露会には加わらず、
みんなの様子をほ
ほ笑みながら見て
い た。E 君 は、 ち
ょっぴり照れなが
らポーズをとって
いた。

　　舟の披露が終わ
ると、いよいよク
ルージングの時間。
E 君は、勢いよく舟を浮かべてバランスをとり
ながら舟に乗り込んだ。舟は、支援者が支え
ている間は浮かんでいた。B 君は、どろんこの
海を見てちょっとだけ顔をしかたが、あまり
躊躇することなく舟に乗り込んだ。B 君が乗り
込むと、舟はすぐに沈んでいった。でも B 君
は満足そうに笑い、沈んだ舟から降りるとど
ろんこの海にダイビングした。

　　C 君は、周りで沈む舟を見て、自分の舟に
乗りたがらず、田んぼの周りを歩きながらク
ルージングしている子どもたちを眺めていた。
その後、C 君は、楽しそうな様子に誘われるよ
うに泥んこの中に入っていった。

　　D 君が「絶対合格」の思いを込めて舟に乗る
と、少しの間ではあったが、合格号はしっか
りと水面に浮かんでいた。息をのんで様子を
見守っていた支援者は一様にほっと息を漏ら
し、その後わっと歓声をあげて喜んだ。

　　A 君は、泥んこが苦手で田んぼに入れず、支
援者と一緒に田んぼの周りで虫を見つけたり、
追いかけっこをしたりして楽しんでいた。A 君
は、最後まで田んぼに入ることはなかったが、
田んぼから離れることもなかった。時折、田
んぼの中の様子を目を細めてみて微笑み、支
援者に耳打ちしては笑う姿が印象的だった。

　　つかの間、泥んこの海には、舟で遊んだり、
泥んこの海で泳いだり、泥んこ綱引きをした
りして楽しむ子ども達の笑い声であふれてい
た。
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(図 4：舟作りの様子) 

( 図 5：クルージングの様子 )
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　　クルージングが終わり、泥に沈んだ舟の残骸
を引き上げると、A 君の肩くらいの高さの舟の
なれの果てがこんもりと山になっていた。

　④ 考察
　　どろんこクルージングは、自然を利用した見

立ての活動である。田んぼを海に見立てて活
動するので、海本来が持つ、広く深いがゆえ
の怖さはほとんど感じられないので、子ども
達が安心して活動に入れる。

　　活動に参加した子ども達の多くは、水にぬれ
ることやどろんこの感触などが苦手で、この
ような活動に自分から能動的に活動すること
はあまりなかった。しかし、信頼のできる支
援者とのユニットで参加した企画での楽しい
雰囲気や開かれた環境が、子ども達の楽しい
感情を引き出したことが考えられる。

　　最後までどろんこの海には入らなかったけれ
ど、自分の作った舟に友だちが乗って楽しそ
うにしているのをにこにこしながら見ていた
Ａ君。Ｂ君は、活動の終わりには、全身泥ま
みれで泥んこ星人のようになっていた。進水
式では、乗った後、沈んだら汚れるから自分
は舟には乗らないと言っていたＣ君は、どろ
んこの中で思い切り遊んでいる友だちの歓声
に誘われるように、気がついたらどろんこの
海に足をつけていた。Ｄ君やＥ君は、1 日を通
して活動を満喫していた。

　　どろんこクルージングの企画は、日常を離れ
た自然の中で、子ども達本来の姿を大切にし、
子ども達が自分の主体性で動き出すのを尊重
して行った。子ども達個々の実態に合わせた
支援方法で、子どもが自ら動けるように配慮
した企画だからこそ、子ども達は安心して参
加でき、人との関わりを安定させていけたの
である。柔軟に参加できる場の構造、個々に
合わせたユニットでの動き、苦手なこともま
るごと抱え込んで考えた楽しさを広げる企画、
この 3 つの条件がそろったからこそ、内に向
かっていた子ども達の気持ちを他者 ( 外界 ) へ開
いたことが考えられる。そして、他者とのつ
ながりによって、他者の存在を受け止め、そ
のつながりを通して自己の存在を確かめ、自
分から動き出そうとする意欲を育んだのであ
る。

Ⅲ　まとめ

　2016 年 4 月からの障害者差別解消法の施行を
受けて、学校では、障がいによる学校生活で困難
性を抱えている児童生徒について基礎的環境およ
び合理的配慮を行うことが義務となる。
　発達障がいのある子ども達は、集団で活動する
ことや対人関係が苦手で学習活動に参加すること
に困難性を抱えていることが多い。このような課
題を抱えている子ども達が、集団へ、人へと向か
う力を育み、学校の中で他の子ども達と共に活動
できるためには、浦崎ら (2013b) ⅳが述べている
ように、活動を通した取り組みから、「他者との
関係性｣、「場の構造（場の雰囲気 )｣、「企画」が
集団支援を行う上で重視されるのであれば、基礎
的環境＝「場の構造（場の雰囲気 )｣ を整え、合
理的配慮＝「他者との関係性｣ ( 活動への参加を
促す支援者 )、｢企画」( 参加したくなる活動内容 )
を考えることは、今後の学校に求められることで
ある。
　本研究で提言した自立活動の視点を取り入れた
野外活動 ( アクティブラーニング ) は、通常の学
校における自然教室や郊外学習に、発達障がいの
ある子ども達への基礎的環境、合理的配慮事項を
取り入れた活動の１例である。
　特別支援学級等に在籍している児童生徒に対し
て自立活動を行うことは、学習指導要領で定めら
れている。加えて 2016 年 4 月からの障害者差
別解消法の施行に合わせて学校が行う基礎的環
境、合理的配慮への試みとして、特別支援学級等
に在籍している児童生徒と通常学級に在籍してい
る児童生徒が交流および共同学習として同じ体験
活動 ( アクティブラーニング ) を行う場合の参考
事例として本研究での実践が役立つことを期待し
たい。
　また、本研究では、野外活動について提言し
たが、浦崎・瀬底 (2012) ⅴや崎濱ら (2014) ⅵは、
学校内での交流学習等で、すでに自立活動の視点
を取り入れたアクティブラーニングを実践し、効
果をあげている。浦崎・瀬底 (2012) ⅴや崎濱ら
(2014) ⅵの実践では、これまで通常学級に入れ
なかった、あるいは、特別支援学級においても共
学がなかなか難しかった子ども達が、配慮ある環
境と活動内容によって、自ら他者と関わり共学に
向かおうとする意欲を持てるようになったことが
述べられている。両研究から、どのように教育効
果が高い学習や活動であっても、参加する子ども
達の向かう力が乏しければ、望まれる効果を得る
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ことは難しいことがわかった。
　一方で、学校は、社会を担う子ども達が社会生
活で必要な基礎的・基本的学習内容を習得するこ
とのみならず、同年齢、異年齢集団で活動するこ
との意義、他者との関係性を構築することを体験
的に学ぶ場であるということを学校自らが再考す
るとともに、多様な実態の子ども達が共学・共生
することは、教師を含めた支援する側の視点の多
様性を意識することで可能になることを認識する
必要がある。
　本研究を通して、多様な学びが実現できる教育
活動を学校という場で、自立活動の視点を持った
アクティブラーニングを通して行うことにより、
発達障がいのある子ども達が集団や人へ向かおう
とする力を育むことが可能になることがわかっ
た。
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